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図1　北海道の地帯区分と蝦夷層群の分布図．
        Ueda（2016）をもとに作成．
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1　はじめに

　北海道の地質は、西より渡島帯（礼文－樺戸亜帯を含
む）、空知－エゾ帯、日高帯、常呂帯および根室帯に大
別される（Ueda 2016；図1）。その中でも、北海道中
軸部の空知－エゾ帯は、1）玄武岩や火砕岩類からなる
上部ジュラ～下部白亜系空知層群、2）泥岩および砂岩
を主体とする白亜系蝦夷層群、3）白亜紀低温・高圧変
成岩類からなる神居古潭変成岩類、および4）白亜紀付
加体を主体とするイドンナップ帯から構成される。
　蝦夷層群は、前期白亜紀～古第三紀の東アジアの前弧
海盆で堆積した地層である（Ando 2003；Takashima 
et al. 2004）。蝦夷層群の全層厚は約10,000mにも
なり、下部白亜系～古第三系の連続層序を保存する
（Takashima et al. 2004）。蝦夷層群は、伝統的に“下
部蝦夷層群”、“中部蝦夷層群”、“上部蝦夷層群”、お
よび“函淵層群”に区分されてきたが（例えば、Okada 
1983）、Takashima et al.（2004）により、北海道中央
部の大夕張、三笠、および苫前地域に分布する蝦夷層群
の層序を再検討され、惣芦別川層、シューパロ川層、丸
山層、日陰ノ沢層、三笠層、佐久層、羽幌川層、鹿島層
および函淵層の9層に再区分された。
　蝦夷層群の最上部層である函淵層は、礫岩や砂岩を主
体とし、トラフ型およびハンモック状斜交層理などの
堆積構造を示す浅海成～河川成の堆積物である（Ando 
2003）。本層は、北より宗谷丘陵、中頓別、中川、芦
別、大夕張、夕張および穂別地域にかけて分布する（例
えば、安藤 1993；安藤・安藤 2002；Ando 2003；
Ando and Tomosugi 2005；安藤ほか 2007；Ando 
et al. 2010；Kubomi et al. 2023）。中頓別や中川地
域の函淵層からはアンモナイト（例えば、Pachydiscus 

flexuosusやNeophylloceras hetonaiense）やイノセラム
ス類（例えば、Sphenoceramus orientalis、S. schmidti、
Inoceramus shikotanensisおよびS. hetonaianus）の大型示準
化石が（例えば、安藤ほか 2001；Ando and Tomosugi, 

2005；Ando et al. 2010など）、大夕張地域の函淵層か
らは古第三紀後期暁新世を示す渦鞭毛藻化石（Alisocysta 

margarita）や暁新世を示す浮遊性有孔虫化石（Subbotina 

triloculinoides）が報告されている（Yasuda 1986；鈴
木ほか 1997）。また、羽幌地域に分布するパンケ沢
層（函淵層相当層）や美唄地域に分布する函淵層から
は，それぞれ67.4±3.2 Ma（k＝1）のジルコンフィッ
ション・トラック年代および63.5±3.5 Maの黒雲母K–
Ar年齢が報告されている（栗田ほか 1992；柴田・内海 
1995；表1）。ただし、後者については、年代値につく
不確かさ（一般的に誤差と呼ばれる）がk ＝ 1（1σ）な
のか、k＝2（2σ）なのか明記されていない。これらの
化石や放射年代値から、函淵層の堆積年代は後期白亜紀
から古第三紀暁新世とされている。また、中頓別や大夕
張地域に分布する函淵層の堆積相解析の結果から、函淵
層のマーストリヒチアン階最上部から暁新統ダニアン階
は欠如しており、白亜紀（K）/古第三紀（Pg）境界周
辺が不整合であることが指摘されている（Ando 2003；
Ando and Tomosugi 2005；安藤ほか 2007）。
　近年、北海道各地に分布する蝦夷層群函淵層やその相
当層のジルコンU–Pb年齢が明らかになりつつある（表
1）。岩石中に含まれるジルコンは、ウラン（U）を多
く含み、初生鉛（common Pb）の存在度が非常に低い
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表1　蝦夷層群函淵層およびその相当層から報告されている放射年代測定値．

2　大夕張地域の函淵層

　函淵層は、「函淵砂岩層」として今井（1924）によっ
て初めて報告された。本層の模式地は正確には設定され
ていないものの、今井（1924）が函淵渓谷（現在の大
夕張ダム・夕張シューパロダム周辺）での好露出が認め
られると報告したため、函淵渓谷が函淵層の模式地とし
てこれまで解釈されている（例えば、Ando 2003）。
松本（1942a）は北海道中軸部に分布する浦河統最上部
（サントニアン階最上部）からヘトナイ統上部階（マー
ストリヒチアン階）を函淵層群と再定義し、松本
（1951）によって蝦夷層群が定義されてからも本層群
名は使用されてきた。
　 大 夕 張 地 域 の 函 淵 層 群 は 、 下 位 よ り 、 富 内 層
（Tomiuch i  Fo rma t i on）、下部砂質シルト岩
（Lower sandy Siltstone）、深牛礫岩（Fukaushi 
Conglomerate）、深牛砂岩（Fukaushi Sandstone）、
上部砂質シルト岩（Upper sandy Siltstone）、お
よびサヌシュペ砂岩（Sanushupe [＝ Sanushube] 
Sands tone）に区分され、富内層は、基底砂岩礫
岩（Basal Sandstone）、凝灰質岩層（Tuffaceous 
beds）、硬砂岩（Hard Sandstone）、滝ノ沢部
層（Takinosawa Member）にさらに区分される
（Matsumoto 1954；長尾ほか 1954；Fujii 1958；西
村・小松 2022；図2）。その後、安藤ほか（2007）は
Takashima et al.（2004）に基づき、これらを一括して
函淵層に対比し、12の堆積相に区分した。本論では、
Takashima et al.（2004）および安藤ほか（2007）の区
分に従う。
　大夕張地域の函淵層は主に礫岩、砂岩、泥岩、およ
び酸性凝灰岩からなる浅海成～河川成堆積物である
（安藤ほか 2007）。本層はダム上流のシューパロ湖側
で鹿島層の暗灰色泥岩から整合で漸移し、ダム下流側
で古第三系始新統石狩層群登川層に不整合で覆われる
（安藤ほか 2007）。函淵層から産出する大型化石は蝦
夷層群上部と函淵層下部の境界の白色凝灰岩の直下約

副成分鉱物であり、火成岩、堆積岩、および変成岩に普
遍的に含まれる。また、ジルコンは物理的・化学的安定
性が高く、かつ閉鎖温度が約900℃でU–Pb同位体系を
保持するため（Cherniak and Watson 2001）、後天的
な熱的影響に強く、これまで数多くの研究者がジルコ
ンU–Pb年代測定をおこなってきた（例えば、長田・大
藤 2020, 2021；石坂ほか 2021；Kubomi et al. 2023
など）。なお、木村ほか（2019）などが言及している
ように、「年代」は現象の属性を示し、「年齢」は物質
の属性を示す用語として使い分けており、本論におい
てもこれに従う。Kubomi et al.（2023）は、夕張地域
に分布する函淵層上部の凝灰岩に含まれるジルコンの
206Pb/238U年齢の加重平均値が64.1±1.1 Ma（k＝2）で
あり、夕張地域の函淵層が少なくとも古第三系下部暁新
統ダニアン階に対比されることを明らかにした。蝦夷
層群から報告されているその他の凝灰岩のジルコンU–
Pb年齢の詳細は、Kubomi et al.（2023）にまとめられ
ているためそちらを参照されたい。不確かさに関しては、
羽地ほか（2023）などに従い、包含係数kで表現した。
　Kubomi et al.（2023）でも指摘しているように、蝦
夷層群の凝灰岩のジルコンU–Pb年齢は徐々に明らかに
なりつつあるが、未だに年代測定されていない重要な凝
灰岩は数多く存在する。その中でも、大夕張ダム・夕
張シューパロダム周辺に露出する函淵層の層厚約30 m
の灰白色酸性凝灰岩は、大夕張地域内での蝦夷層群の
対比に有用であるとされてきた（鈴木 1932；安藤ほか 
1994, 2007）。しかし、上記ダムが建設されるに伴っ
て、ダム周辺の函淵層の露頭の大部分は水没し、残され
た凝灰岩の露頭もいつ失われるか分からない状況にある
ため、地質学・年代学的研究が急務である。そこで、
大夕張地域の函淵層の凝灰岩層のジルコンU–Pb年齢を
明らかにするために、夕張シューパロダム周辺（43°01’
22.31”N, 142°06’16.13”E）で地質調査を実施した。本
論では、そのルートマップ、柱状図、および凝灰岩の薄
片観察結果を報告する。
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厚のうち、下位より約21.4–24 mの部分の詳細な柱状図
（図3b）を作成した。
　図3bでは、凝灰岩層の岩相は一枚の単層でなく、詳
細は後述するが、ガラス質凝灰岩、凝灰質シルト岩、珪
長質凝灰岩、珪長質シルト岩からなる。本論における珪
長質とは、初生的な火山ガラスなどが形も残さないほど
に著しく変質しており、その量比が正確に識別できず、
ガラス質、軽石質、結晶質、もしくは石質かを特定でき
ない物を指す。また、砕屑粒子の割合および粒径から凝
灰岩もしくは砕屑岩か（砂岩、泥岩）を判別した。下部
（約21.4–21.7 mの層準）の凝灰質シルト岩は、緑灰色
～灰色を示し、粒径は極細粒である。凝灰質シルト岩の
層厚は約30 cmであり、層厚約9 cmの白色の珪長質シ
ルト岩の薄層を狭在する。凝灰質シルト岩層の上位の珪
長質シルト岩層（約21.7–22.2 mの層準）は、白色を示
し、粒径は極細粒であり、平行な層理面を微弱に形成す
る（図4b）。層厚は約45 cmである。その上位のガラ

20 cmの層準から、下部カンパニアン階を示すアンモ
ナイトCanadoceras kossmatiが報告されている（Saito et 
al., 1998）。最近では、夕張シューパロダム周辺の深
牛砂岩相当の露頭から、二枚貝化石Periplomya nagaoiが
報告されている（西村・小松 2022）。その他にも、花
粉化石（Takahashi 1964）や滝ノ沢部層に対比される
Nilsonia-bedから産出した大型植物化石（Endo 1925）
などが報告されている。微化石類は、上述したように、
古第三紀後期暁新世を示す渦鞭毛藻化石が産出する（鈴
木ほか 1997）。

3　結果

3-1　野外調査
　本調査の結果、凝灰岩層は全体的に白色～灰色を示
し、全層厚は約28 mで、走向・傾斜はN10°E・54°–62°
Eで逆転構造を示す（図3, 4a）。この凝灰岩層の全層

図2　夕張～大夕張地域の蝦夷層群の分布図．Takashima et al.（2004）をもとに作成．

図3　a. 夕張シューパロダム周辺に分布する函淵層のルートマップ．b. 夕張シューパロダム周辺に分布する函淵層の柱状図.
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図4　a. 函淵層の凝灰岩層の露頭写真．
　　  b. 凝灰質シルト岩層からガラス質凝灰岩層までの露頭写真．
        c. ガラス質凝灰岩および珪長質凝灰岩の露頭写真．
        Gts：緑灰色の凝灰質シルト岩、Wss：白色の珪長質シルト岩、tuff：ガラス質凝灰岩．siliceous tuff：珪長質凝灰岩．



図5　大夕張地域の函淵層の凝灰岩の薄片写真．a. 試料230828-1、b. 試料230828-2、c. 試料230828-3．
　　  ON：オープンニコル、CN：クロスニコル、Q：石英、Pl：斜長石、Vg：火山ガラス．
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4　考察・まとめ

　本調査の結果より、凝灰岩層の岩相は一枚の単層でな
く、ガラス質凝灰岩、凝灰質シルト岩、珪長質凝灰岩、
珪長質シルト岩の複数の単層から構成されることが明ら
かとなった。この凝灰岩層全体の岩相は、凝灰質シル
ト岩中に微弱な平行層理が発達し、浅海成の堆積相を示
すことから、安藤ほか（2007）が区分したDS2（外側
陸棚から内側陸棚）に対応する。また、大夕張地域の
シューパロ湖北部からは、蝦夷層群上部と函淵層下部の
境界の白色凝灰岩の直下約20 cmの層準からCanadoceras 

kossmatiが報告され、蝦夷層群上部～函淵層下部は下部
カンパニアン階に対比された（Saito et al. 1998）。本
研究で扱った凝灰岩層が，Saito et al.（1998）が記載し
た白色凝灰岩と同等であるかは不明であるが、このアン
モナイト化石から、本調査の凝灰岩層を含む函淵層下部
は少なくとも下部カンパニアン階に対比されることが期
待される。今回、試料記載した凝灰岩試料の中でも、特
に試料230828-2は、試料230828-1や-3と比べて、1）
ジルコンが確認されること、2）極細粒～細粒の火山ガ
ラス片を多く含み、方解石脈の発達や外来粒子の混流の
影響がほとんどないことから、年代測定用試料として
非常に有用であることが期待される。今後、上記試料
（230828-2）の凝灰岩のジルコンU–Pb年齢を測定する
ことで、函淵層下部が下部カンパニアン階を示すことを
明らかにできる可能性がある。

ス質凝灰岩は、白色～灰色（一部で緑灰色）を示し、粒
径は極細粒であり、層厚は約28 cmである（図4c）。火
山ガラスを多く含み、鉱物粒子はまばらである。この層
準から凝灰岩2試料（230828-1および-2）を採取した。
珪長質凝灰岩（約22.5–23.4 mの層準）は、白色～灰色
を示し、粒径は細粒～中粒であり、極細粒の扁平なシル
ト岩片の外来粒子を含む。層厚は約95 cmであり、約32 
cmの珪長質シルト岩層を狭在する。上部（約23.4–24.1 
mの層準）では、白色の珪長質シルト岩層が整合で積み
重なり、約7 cmの泥岩の薄層や約28 cmの珪長質凝灰岩
層を狭在する（図3b）。この層準から珪長質凝灰岩1試
料（230828-3）を採取した。

3-2　採取試料の記載
　凝灰岩層の各層準から採取した凝灰岩3試料の岩石薄
片を作成した。岩石薄片の作成は、北海道教育大学札幌
校の岩石薄片室および北海道博物館研究室内にて実施し
た。
　試料230828-1は、灰色で粒径が細粒であり、鉱物粒
子をまばらに含む。微弱な層理面に沿って方解石脈が部
分的に発達し、約10 mmの扁平な岩片を含む．偏光顕微
鏡下では、約50 µmの石英、約50–90 µmの斜長石、お
よび約50–100 µm微細な不透明の火山ガラスが斑晶とし
て確認され（図5a）、約50 µmの扁平な岩片を部分的に
含む。また、石英脈も発達する。本試料に含まれる火山
ガラスの量比は60–75 %であり、凝灰質シルト岩に相当
する。
　試料230828-2は、白色～灰色で粒径が極細粒であ
り、円磨度は低く、比較的自形を呈し、白色の鉱物粒子
はまばらに含む。試料230828-1や-3に比べて、岩片な
どの外来粒子はほとんど観察されない。偏光顕微鏡下で
は、約50–100 µmのやや丸みを帯びた石英や約100 µm
の斜長石が含まれ、約50 µmの微細な不透明の火山ガラ
スが斑晶として確認された（図5b）。本試料に含まれる
火山ガラスは、バブルウォール型や繊維状の形が多く、
火山ガラスの量比は75 %以上であり、ガラス質凝灰岩
に相当する。また、重鉱物として、アパタイトおよびジ
ルコンが確認された。
　試料230828-3は、白色～灰色で粒径が細粒であり、
約5–15 mmの扁平な岩片を部分的に含む。偏光顕微鏡
下では、約100–200 µmのやや丸みを帯びた石英，約
100 µmの斜長石、および約50 µmの微細な不透明の火
山ガラスが斑晶として確認された（図5c）。本試料に含
まれる火山ガラスは、バブルウォール型や繊維状の形が
多く、火山ガラスの量比は75 %以上であり、珪長質凝
灰岩に相当する。また、重鉱物として、アパタイトおよ
びジルコンが確認された。
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conducted geological investigation, and report on 
the field occurrence and petrographic description 
of the tuff layer. Our results propose that “an acidic 
tuff layer” does not consist of single tuff bed. The 
tuff layer comprises mainly of vitric tuff, tuffaceous 
siltstone, felsic tuff, and felsic siltstone. Because the 
vitric tuff contains dominant babble-walled volcanic 
glass shards, without calcite veins nor xenocrysts, 
it is considered as one of the suitable beds to 
obtain zircon U–Pb dates for the robust stratigraphic 
correlation in the Hakobuchi Formation.

The Late Cretaceous to the late Paleocene 
Hakobuchi Formation, the Yezo Group, is composed 
mainly of shallow-marine to fluvial deposits and 
significantly famous as dominant occurrences of 
dinosaur and ammonite fossils. An acidic tuff layer 
with approximately 30 m thick is exposed around 
the Yubari-Shuparo Dam of the Oyubari area (type 
locality), Hokkaido Prefecture, Japan. Although it will 
be of great significance for stratigraphic correlation 
of the Yezo Group in the Oyubari area, it had not 
been petrographically described or radiometrically 
dated in detail. Based on these situations, we 
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